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(2) 対策堤防は,直線,円,クロソイド曲線が 1 本の場合と 2 本の場合とで比較した.

(3) 津波は堤防の高さを越える高い波と,堤防を越えない低い波の 2 種類とし,波の高さはできるだけ一定になるよ

うに津波発生装置の波を起こすレバーを調節した.

(4) 水の動きは発泡スチロールの粒子を水面に撒いて調べた.

水槽の上からデジタルカメラで連写し,撮った写真を合成して発泡スチロールの動きから波の運動を観察した.

４．結果

・堤防なしの場合,波は釜谷地区には入って来ず,川の流れと同じように進んだ.

・新北上川堤防がある場合は,波が釜谷地区で渦を巻くようにして進んだ.

・直線の場合,どの条件でも釜谷地区の浸水被害があった.

・円の場合,波が低いとき釜谷地区の浸水被害はなかったが,波が高いときに波が堤防を越してしまい浸水被害があ

った.

・クロソイド曲線の場合,どの条件でも釜谷地区への浸水被害がなかった.

表は,上記以外の結果を含め,堤防の形や本数を変えたとき,海岸線からの距離と釜谷地区への浸水の有無を表して

いる.

[波が低い場合] [波が高い場合]

距離(cm) 被害

直線① 13 あり

直線② 8.5 あり

円① 8.4 なし

円② 12 あり

クロソイド① 10 あり

クロソイド② 7.7 なし

５．考察

波が高ければ高いほど,長面湾の水が増加し溢れてしまうため長面地区の被害が拡大する可能性がある.

６．結論

・堤防を二重にすることによって,津波の威力が弱まり,水の侵入を防ぐことができる.

・水を長面湾に流すように湾曲した堤防を設置すると,釜谷地区の被害を抑えることができる.

７．参考文献 著書：堀込智之「地形によって変化した大津波と水の動き」

ＤＶＤ NHK 放送「北上川を遡った大津波」
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距離（cm） 被害

直線① 6.4 あり

直線② 5.8 あり

円① 9,5 なし

円② 7.5 なし

クロソイド① 6,7 あり

クロソイド② 5.0 なし
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